
枝幸町地域公共交通計画【概要版】

はじめに１

本計画の意義
 担い手不足の深刻化や運行経費の増加、人口減少の進行、さらなる高齢化の進展など、公共交通を取り巻く環境は厳しさを増しています。

 上位・関連計画も更新を迎えており、まちづくりの変化に対応した施策内容の見直し・検討が必要となっています。

 本計画は、現行計画を踏まえつつ、変更・追加が必要な箇所を反映し社会情勢に対応するために策定するものです。

枝幸町の地域交通に係る現状診断及び課題の洗い出し２

現状診断 課題

 町内の移動はコミュニティバス、デマンド型交通が
運行、町内外への移動として路線バスのほか都市間
バスが運行

 札幌市など遠方の自治体とのつながりが見られる

 人口減少と高齢化

 人口に対する公共交通の利用圏のカバー率は63.6%

 特に枝幸南部地区では内陸部で交通空白が目立つ

 人口が集中する枝幸や歌登の市街地では公共施設等
が集積し、路線バスやコミュニティバスによってア
クセスが確保

 枝幸南部地区に点在する公共施設等が集まるエリア
に近接してバス停が設置されているものの、内陸部
からアクセスする手段に乏しい状況

 路線バスの維持や町内の通学・通院などの移動手段
を確保するバスの運行に関する支出額が増加傾向

 バスの運行事業者の運転手は高齢化が進行

 町民にとって町外への移動は身近な生活移動となっ
ている

 町民の公共交通への理解度と認知度は低い

 町内移動に加えて、広域移動手段の実態に
即した維持

 地域の乗客数や移動ニーズに合った、公共
交通の見直し

 交通空白をカバーする新たな仕組みの検討

 現状で確保されている各施設への移動手段の
維持

 各施設の利用時間帯や利用目的を考慮した運行
形態

 行政、事業者ともに無理のない運行体制の
維持

 町外や広域的な移動手段の確保、町内交通と

町外交通のスムーズな連携

 公共交通を知ってもらう・乗ってもらう機
会の提供

重点課題1：今ある公共交通の継続と実態に即した見直し
→現状運行している公共交通を活かした生活の足の確保、実態に即した見直し

重点課題2：公共交通を知ってもらう・乗ってもらうきっかけづくり
→公共交通があることを「知っている」町民を増やす、乗車のきっかけをつくる

現状診断と課題から
重点課題を2つ設定

重点課題



本計画の基本方針３ 課題解決に向けた施策・事業４

 本計画の適用区域は、枝幸町全域を対象とします。ただし、地域交通による町内
外との移動実態を踏まえ、広域の移動にも考慮します。

 本計画の計画期間は、令和8（2026）年度 から 令和12（2030）年度の5年間
の運用とします。

 本計画は、下記の基本方針と方向性を掲げ、施策・事業を実施します。

＜町内移動＞
町内の「いける」「つながる」を守り、暮らしに合った
交通を支えます

方向性１

＜施策1＞地域交通の運行継続及び暮らしに合った見直し

＜施策2＞既存路線を活かした地域内連携の強化

＜町外移動＞
町外とのつながりを支え、地域交通でも「いける」
「つながる」体制を支えます

方向性２

＜施策3＞都市間バスの安定運行に向けた支援・連携の推進

＜施策4＞地域交通から町外交通へのつながりの維持・強化

＜施策5＞近隣自治体と連携した町外交通の維持

＜利用促進等＞
誰もが分かりやすく使いやすい交通環境を整え、安心し
て使えるようにします

方向性３

＜施策6＞分かりやすい情報提供による利用促進

＜施策7＞交通を身近に感じられる地域づくり

 左記の方向性に紐付く施策・事業について、代表的なものを下記に示します。

＜町内移動＞
＜施策1＞地域交通の運行継続及び暮らしに合った見直し方向性１

•すでに運行しているコミュニティバスやデマンドバス、既存の路
線バスを、暮らしに合った形で無理なく続けていくことを基本と
します。

•高齢社会に対応した視点を重視し、既存のバス路線を、病院への
アクセス方法や乗り継ぎのしやすさ、利用しやすい時間帯の確保
などを意識しながら、通院しやすい環境づくりを進めます。

＜町外移動＞
＜施策4＞地域交通から町外交通へのつながりの維持・強化方向性２

•枝幸バスターミナルを、町外交通と町内交通を結ぶ要として位置
づけ、通院・買い物など生活移動の起点として、その役割を今後
も大切に維持していきます。

•町外を結ぶ路線バスと、デマンドバスなどの地域交通が途切れな
くつながるよう、関係者間で運行情報の共有や運行調整を行い、
乗り継ぎのしやすさや待ち時間への配慮を進めます。

＜利用促進等＞
＜施策6＞分かりやすい情報提供による利用促進

方向性３

•単に情報を発信するだけでなく、「使えそう」「使ってみよう」
と感じてもらうことを目的とし、地域交通を無理なく続けていく
ための利用促進につなげます。

本計画のKPI・目標値５

 本計画では、各施策の進捗状況や効果を客観的に把握し、
計画が適切に推進されているかを確認するための評価指
標（KPI）を設定します。

 利用状況や町民の意見などを定期的に確認し、協議会で

共有しながら、必要に応じて施策の見直しや改善、
継続の検討を行います。

 本計画では、EBPM(証拠に基づく政策立案)の考え方に基
づいたモニタリングを行います。

＜区分２＞
接続状況

＜区分３＞
地域特性

＜区分１＞
地域交通利用実績

「地域交通の利用者数等」
をモニタリング

↓
需要動向の

把握、運行内容の
妥当性確認

「地域交通と幹線交通の接
続有無等」をモニタリング

↓
「地域交通でも行ける」

体系の検証

「人口・世帯データ等」
をモニタリング

↓
交通需要の背景整理

本計画のモニタリング６

＜基本方針＞
「いける」「つながる」「つづけられる」移動を、枝幸で。

＜区分４＞
利用者意識

＜区分５＞
運行体制

「利用満足度等」
をモニタリング

↓
定量データの補完

「運行上の課題等」
をモニタリング

↓
持続可能性の確認


